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論文内容の要旨
本論文は、道路照明、広場照明などにもちいられ、発光効率の高い光源として知られる高圧ナトリ
ウム放電灯のナトリウムプラズマを分光学的に研究した結果をまとめたものであり、 8 章からなって
いる。
第 l 章にわいては、高圧ナトリウム放電灯の特徴、ナトリウムプラズマの研究の現状わよびこの研
究の目的と意義を述べている。
第 2 章においては、放電灯の構造、製作法、電気特性および発光特性について述べている。
第 3 章では、ナトリウム共鳴線の自己反転巾から蒸気圧を求める方法を述べ、また放電気体の熱伝
導率と管壁温度の関係を調べ、プラズマからの熱伝導損失は、全入力電力の約Kにも達することを明
らかにしている。
第 4 章では、ナトリウム原子スペクトル線 (4 d -3 p )の絶対強度からプラズマの温度分布を測定
し、その結果半径方向の温度分布がほぼ放物線状で中心軸上の温度は純ナトリウムの場合に約3200。
Kであることを明らかにしている。この温度分布はプラズマの電気伝導度から導かれた温度分布、あ
るいは放電気体の熱伝導率から求められた温度分布ともよく一致する。
第 5 章にわいては、自己反転している共鳴線のプロフィルを絶対測定しプラズマが局所熱平衡状態
にあるとしたときの 3倍の強度があることを指摘しこのような仮定が成立しないことを明らかにして
いる。
第 6 章では、ナトリウム蒸気圧わよび放電電流の関数として緩衡気体である水銀が存在する場合と
ない場合について発光効率を測定し、その結果発光効率が極大となる最適蒸気圧が存在することを示
している。また放電電流が大きいほどまた水銀が添加されたほうが発光効率が高くなるがこれはプラ
ズマの温度が上昇し、共鳴線の輯射強度が増大するためとしている。
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第 7 章においては、演色性とナトリウム蒸気圧およびプラズマ温度との関係を検討した結果緩衡体
体として高圧ナトリウム放電灯に現在使用されている。水銀のかわりにカドミウムを使用したほうが、
演色性がよくなることを試作の結果たしかめている。
第 8章は、以上の結果を総括し、今後の発展について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は高い発光効率と比較的よい演色性をもち出現当時から画期的な照明用光源として期待され
てきた高圧ナトリウム放電灯のプラズ、マの基本的性質を解明し、諸パラメーターの物理計測を行なっ
たものである。
高圧ナトリウム放電灯はその将来性にもかかわらずナトリウムプラズ、マの諸性質、すなわち温度分
布や圧力などの基本的パラメタについての測定や研究は、ほとんどなれていなかったといってよい。
著者はこのような放電灯の開発、改良などの研究を遂行するにあたり、高圧ナトリウムプラズマの基
本的パラメーターを調べ、プラズマの本質をつかむことが先決であるとし、主として分光学的な方法
をもちいでほぼごの問題を解決している。とくにナトリウム放電灯の管内圧力と放射する共鳴線の自
己反転巾とを関係づけ、さらに共鳴線の巾がナトリウムの密度によってきまり、また最大自己反転強
度がプラズマの中心軸温度に強く依存することなど、学問上興事未深い事実をいくつか明らかにしてい
る。著者はごのようにナトリウムプラズマの基本的性質をあきらかにするとともに、高圧ナトリウム
放電灯の改良、すなわちその発光効率の向上と演色性の改善をはかるなど、新製品の開発に大きな貢
献を行なっている。
これらの研究の結果は工学的に寄与するところが多く、学位論文として価値あるものと認める。
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